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新人戦の１回戦は、４６－０で水城高校に快勝 
 

 １月１０日(日)１１：４０～堀原運動公園競技場で、県高校新人大会の１回戦が行われ、日立一高は

前半２７－０、後半１９－０、計４６－０で水城高校に快勝しました。 

 雲一つない快晴・微風と絶好のコンディションで迎えたこの試合ですが、新チームでの第１戦とあって、

互いのチーム力の比較も推測の域を出ず、若干の不安を残しながらのキックオフとなりました。 
 

  

 

 開始早々、敵陣深く攻め込んだ日立一高は、３分、１０分、１５分と立て続けにラインアウトからＦＷが

モールを押し込んでトライを奪い、ペースをつかみます。その後も２３分、３０分と敵陣ゴール前ペナル

ティからＦＷが縦を突いて連続トライを奪い２７－０で前半終了、ほとんど自陣でプレイする場面がなく、

安定した試合内容でした。 

 後半は、キックチェイスの詰めの甘さやパスミスなどが続きなかなかリズムがつかめず、また個々人

がディフェンスを突破してもフォローが遅れるなど、いくつかの課題が浮き彫りになり、また前半とは異

なり、自陣ゴール前に攻め込まれる場面も一度ならずありました。それでも失点は許さず、９分には右

オープンにＦＢがライン参加してトライ、１３分には敵陣ゴール前でラックを連取してＦＷがトライ、２０分

にはラインアウトモールからＳＨがサイドを突いてトライを重ねるなど、終わってみれば４６－０と大差で

の勝利となりました。 
 

  



 

  
 

 ６０分を振り返ると、試合を安定させた要因はラインアウトの安定と敵陣でのモールの確実なドライブ

であり、ＦＷの日頃の練習の成果が発揮されていました。反面、前後半を通してキックオフディフェンス

は安定を欠き、昨年秋以降成長の跡が見られません。ＢＫも随所に勢いのあるランが見られましたが、

フォローと継続に課題を残しています。ぜひ今後１週間で修正してもらいたいと思います。 

 

 いよいよ次は、１１年ぶりの対戦となる清真学園です。鹿嶋市卜伝の郷運動公園で１月１７日（日）１

２：５０キックオフですので、ＯＢ・関係者の皆様には改めて盛大な応援をお願いいたします。 

                                                                                                                             


